
図 2 「WheeLog!」のディスプレイ画面 (東京駅周辺 )

１．はじめに

　スマートフォンには種々のセンサーが内蔵されている

ことから、車いすに取り付けて走行するだけで様々な情

報を得ることが可能である。これら国際的にも世界中に

スマートフォンが広く普及していることに着目し、スマ

ートフォンの能力を最大限に活用してバリアフリー情報

の収集を行い、あらゆる場所の情報を集積し、地球上の

すべてのバリアフリー情報を検索可能にすることを目標

とする。中でも「WheeLog!」は、Googleマップを利用、

車いすの走行ログをマップに記録。多くの車いす利用者

が通るほど、その色は濃くなっていく。車いす利用者は

、ユーザーとして情報を参照するとともに、自身が投稿

者として情報の拡充に参画することができる。多目的ト

イレ、パーキング、段差情報、エレベーターの有無など

も投稿でき、一部のデータは投稿者以外でも修正できる

仕様になっている。これは、筆者らにより2015年の「

Googleインパクトチャレンジ」でグランプリを受賞
注1)2)3)

、

2017 年 5 月 28日に一般向けに提供を開始した。同種の

バリアフリーマップや情報サイトは多く見られるが、行

政単位や地域エリアに縛られることなくどこでも生成可

能で、最新データがリアルタイムに収集・更新されるも

のは数少ない。さらに、国際的にも車いす利用者の走行

ログの取得が可能な唯一のアプリであるといえる(図1、2

参照)。

  一方、国土交通省においても、ユニバーサル社会の構

築に向けて、車いす使用者の方が通行できるバリアフリ

ールートをスマートフォンにてナビゲーションする等の

ＩＣＴを活用した歩行者移動支援サービスの普及展開を

目指し、バリアフリー･ナビプロジェクトを推進しつつあ

る。具体的には移動しやすさのサービスの実現に向けデ

ータを収集する手法の一つとして、「WheeLog!」は「ロ

ーブ情報を活用した“通れたマップ”実証実験」の事業

主体に採択され
注4) 5)

、2017年11月下旬から、アプリを用い

て東京23区内にてプローブ情報の収集・分析等を行い、

2018年にも新たな実証実験に行う予定である。

本稿では、主に車いすを利用する高齢者・障害者当事者

において計測できる、簡易な評価手法の確立に向け、( 一

社 ) WheeLog にて推進されている世界中の車いす利用者

が訪問したエリアのバリアフリー情報を、ユーザー同士

で共創するプロジェクトの「みんなでつくるバリアフリー

マップ」の運用より得られたデータをもとに、アクセシ

ビリティの評価に必要な指標の抽出と、評価算定モデル

を用いて分析を行い、バリアフリーマップ「WheeLog!」

を用いた世界で最も乗降者数の多い新宿駅の乗り換えの

アクセシビリティの評価手法の検討を行う (図 2)。

２. プロジェクトの概要

  GPS（Global Positioning System）の位置情報から得

られる走行履歴からは、車いすが通行できることを示す

情報を取得することが可能である。映像も一緒に撮影す

ることで、地図だけではわからない情報を得ることがで

きる。また、写真による全方位映像により、車いすの走

行時に死角になりやすい部分を事前に確認することがで

きる ( 図 4）。今後近い将来、タブレットには 3D 計測機能

が実装され、3D 計測による空間情報から車いすの走行シ

ミュレーションが可能となると考えられる。

５.評価手法モデル及び得られた数値の分析 (図 7,8)

  本稿では提案するアクセシビリティはバリアフリー

マップ（WheeLog ！）より測定できる起点（改札）から目

的地（他の機関の改札）までの水平の移動距離により構

成され、図 7 に示した評価算定モデルを用いて分析・考

察を行う。改札間の最短距離（直線距離・一般動線・障

害者の動線）を測定する。一般動線と障害者の動線との

重なる距離を同行率として算定する。これにより、本稿

で提案するアクセシビリティはバリアフリーマップ

（WheeLog ！）より測定できる起点（改札）から目的地（他

の機関の改札）までの水平の移動距離により構成され、

図 7に示した評価算定モデルを用いて分析・考察を行う。

６.考察・まとめ

  本稿における内容を以下にまとめる。測定した距離デー

タをもとに、アクセシビリティの評価に必要な指標を抽

出した。また、移動した経路をもとに評価モデルにより、

一般動線・車いす利用者の負荷率のデータを比較考察し

た (表 3, 図 9)。

①　おおまかに一般動線と比べ、車いすの移動距離は負

　　荷率が高い傾向が見られる。

②　機関の異なる改札口相互間の移動に関するアクセシ

　　ビリティについて、直線距離に対する車いす利用者

　　の負荷率と一般動線する車いす利用者の負荷率が減

　　少にともない、一般動線と車いす動線の同行率が増

　　加する傾向が見られる。

③　一般動線の負荷率と車いす利用者の負荷率（直線距

　　離と一般動線）の差が減少にともない、一般動線と

　　車いす動線の同行率が増加する傾向が見られる

④　エレベーターを利用するルートが一般動線の最短距

　　離になる場合 ( 図 8 の⑤) があることから、車いすの

　　バリアをなくすことで一般動線のアクセシビリティ

　　を高くする可能性がある。

⑤　東京駅は乗降客が多く、同じ路線でも乗り換え駅や

　　改札が複数あることから、最短のルート選択が困難

　　になっている。

  以上により、得られたデータをもとに、アクセシビリ

ティの評価に必要な指標の抽出し、車いすプローブ情報

を活用した都市・地域空間の設計計画手法論の構築に向

けた基礎的な考察を行った。これらは今後におけるバリ

アフリーの整備評価の基準値として設定できると考えら

れる。今後の研究では、バリアフリー法の定める移動の

自由を適切に確保するためには、高さおよび移動全体に

かかる時間のデータの把握が不可欠であるためエレベー

ターなどによる高さの移動や、やむをえず移動補助機器

を利用した場合の待ち時間を含めたアクセシビリティの

測定方法、およびに計画的方法論の構築が今後の方針と

なると考える。さらに、「WheeLog!」は、専門家でなくて

も都市・地域の評価に必要な指標を可視化することによ

り、一般市民にも利用可能な分析の提案、評価モデルの

構築を行うことで、建築・都市・地域における今後の整

備評価の基準値の構築を行う予定である。
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３.「WheeLog!」の機能 (図 3)

A) 利用者がバリアフリー情報を事前に検索する事により

自らの最適な経路を探索することが可能となる。 さらに、

このアプリでは唯一のルートを提示するのではなく、障

害の程度が違う各車いす利用者が自身の選択によって適

したルートを選択するための情報を提供するアプリとな

りうる。

B) 投稿に対して評価・コメント機能を実装することで、

承認欲求を刺激し、最近の良質な情報の循環を実現でき

る。さらに、アップデートした情報の有用性の評価は、

カテゴリ別にアンケートを設けており、バリアフリーの

程度を投稿者及び実際に利用したアプリユーザーが

Good/Bad の評価をする仕組みを持つ。

C) これらを継続的に運用することにより、検索時点で以

前より常に最適な経路探索が可能となる。また、アプリ

ユーザー間の情報共有、つまりインセンティブの仕組み

はとしては、毎月集計を行い、ランキングを発表している。

上位者には協賛企業等からの景品をプレゼントし、さら

に、アプリ内においても投稿数などを応じて、ステータ

スが上がる仕組みを持つ。そして、投稿に対する他のア

プリユーザーからのコメントや「いいね！」など、アプ

リユーザー間における交流によって投稿するモチベー

ションに繋がると考えられる。

D) また、測定した距離データをもとに、移動しやすさ　（ア

クセシビリティ）の指標を抽出し、障害者、高齢者のみ

でなく一般利用者の施設管理者や行政にとっても改修や

インフラ整備評価に必要な最新のデータとなる。具体的

には、共有された情報の品質、間違った情報ではないか

の保証は、あくまで個人による投稿であるため、管理者

としては保証することはできない。しかし、投稿された

情報の位置や内容が間違っている場合には、通報できる

システムを組み入れている。みんなでつくるという名の

通り、情報の共有及び修正を管理者はもちろん、アプリ

ユーザー間でも行っている。

E) さらに、これらの波及効果として高齢者、妊婦やベビー

カー利用者等を対象にも利活用が期待できる。

４.研究調査対象地域 (図 5,6）

  ここでは、改札間の乗り換えにおけるアクセシビリティ

の調査として、東京駅を研究対象地域とする。今回の研

究対象である東京駅は千代田区の主要鉄道駅で、複数の

在来線が通る他、新幹線の発着駅でもある。また、駅周

辺には乗り換え可能な６つの地下鉄が通っている。地下

のアーケード、地上のアーケード、多数の廊下がある ( 表

1,2）。
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図 5 路線図 -東京駅周辺
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において計測できる、簡易な評価手法の確立に向け、( 一

社 ) WheeLog にて推進されている世界中の車いす利用者

が訪問したエリアのバリアフリー情報を、ユーザー同士

で共創するプロジェクトの「みんなでつくるバリアフリー

マップ」の運用より得られたデータをもとに、アクセシ

ビリティの評価に必要な指標の抽出と、評価算定モデル

を用いて分析を行い、バリアフリーマップ「WheeLog!」

を用いた世界で最も乗降者数の多い新宿駅の乗り換えの

アクセシビリティの評価手法の検討を行う (図 2)。

２. プロジェクトの概要

  GPS（Global Positioning System）の位置情報から得

られる走行履歴からは、車いすが通行できることを示す

情報を取得することが可能である。映像も一緒に撮影す

ることで、地図だけではわからない情報を得ることがで

きる。また、写真による全方位映像により、車いすの走

行時に死角になりやすい部分を事前に確認することがで

きる ( 図 4）。今後近い将来、タブレットには 3D 計測機能

が実装され、3D 計測による空間情報から車いすの走行シ

ミュレーションが可能となると考えられる。

５.評価手法モデル及び得られた数値の分析 (図 7,8)

  本稿では提案するアクセシビリティはバリアフリー

マップ（WheeLog ！）より測定できる起点（改札）から目

的地（他の機関の改札）までの水平の移動距離により構

成され、図 7 に示した評価算定モデルを用いて分析・考

察を行う。改札間の最短距離（直線距離・一般動線・障

害者の動線）を測定する。一般動線と障害者の動線との

重なる距離を同行率として算定する。これにより、本稿

で提案するアクセシビリティはバリアフリーマップ

（WheeLog ！）より測定できる起点（改札）から目的地（他

の機関の改札）までの水平の移動距離により構成され、

図 7に示した評価算定モデルを用いて分析・考察を行う。

６.考察・まとめ

  本稿における内容を以下にまとめる。測定した距離デー

タをもとに、アクセシビリティの評価に必要な指標を抽

出した。また、移動した経路をもとに評価モデルにより、

一般動線・車いす利用者の負荷率のデータを比較考察し

た (表 3, 図 9)。

①　おおまかに一般動線と比べ、車いすの移動距離は負

　　荷率が高い傾向が見られる。

②　機関の異なる改札口相互間の移動に関するアクセシ

　　ビリティについて、直線距離に対する車いす利用者

　　の負荷率と一般動線する車いす利用者の負荷率が減

　　少にともない、一般動線と車いす動線の同行率が増

　　加する傾向が見られる。

③　一般動線の負荷率と車いす利用者の負荷率（直線距

　　離と一般動線）の差が減少にともない、一般動線と

　　車いす動線の同行率が増加する傾向が見られる

④　エレベーターを利用するルートが一般動線の最短距

　　離になる場合 ( 図 8 の⑤) があることから、車いすの

　　バリアをなくすことで一般動線のアクセシビリティ

　　を高くする可能性がある。

⑤　東京駅は乗降客が多く、同じ路線でも乗り換え駅や

　　改札が複数あることから、最短のルート選択が困難

　　になっている。

  以上により、得られたデータをもとに、アクセシビリ

ティの評価に必要な指標の抽出し、車いすプローブ情報

を活用した都市・地域空間の設計計画手法論の構築に向

けた基礎的な考察を行った。これらは今後におけるバリ

アフリーの整備評価の基準値として設定できると考えら

れる。今後の研究では、バリアフリー法の定める移動の

自由を適切に確保するためには、高さおよび移動全体に

かかる時間のデータの把握が不可欠であるためエレベー

ターなどによる高さの移動や、やむをえず移動補助機器

を利用した場合の待ち時間を含めたアクセシビリティの

測定方法、およびに計画的方法論の構築が今後の方針と

なると考える。さらに、「WheeLog!」は、専門家でなくて

も都市・地域の評価に必要な指標を可視化することによ

り、一般市民にも利用可能な分析の提案、評価モデルの

構築を行うことで、建築・都市・地域における今後の整

備評価の基準値の構築を行う予定である。

―――――――――――――――――――――――――――――
［注釈］
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３.「WheeLog!」の機能 (図 3)

A) 利用者がバリアフリー情報を事前に検索する事により

自らの最適な経路を探索することが可能となる。 さらに、

このアプリでは唯一のルートを提示するのではなく、障

害の程度が違う各車いす利用者が自身の選択によって適

したルートを選択するための情報を提供するアプリとな

りうる。

B) 投稿に対して評価・コメント機能を実装することで、

承認欲求を刺激し、最近の良質な情報の循環を実現でき

る。さらに、アップデートした情報の有用性の評価は、

カテゴリ別にアンケートを設けており、バリアフリーの

程度を投稿者及び実際に利用したアプリユーザーが

Good/Bad の評価をする仕組みを持つ。

C) これらを継続的に運用することにより、検索時点で以

前より常に最適な経路探索が可能となる。また、アプリ

ユーザー間の情報共有、つまりインセンティブの仕組み

はとしては、毎月集計を行い、ランキングを発表している。

上位者には協賛企業等からの景品をプレゼントし、さら

に、アプリ内においても投稿数などを応じて、ステータ

スが上がる仕組みを持つ。そして、投稿に対する他のア

プリユーザーからのコメントや「いいね！」など、アプ

リユーザー間における交流によって投稿するモチベー

ションに繋がると考えられる。

D) また、測定した距離データをもとに、移動しやすさ　（ア

クセシビリティ）の指標を抽出し、障害者、高齢者のみ

でなく一般利用者の施設管理者や行政にとっても改修や

インフラ整備評価に必要な最新のデータとなる。具体的

には、共有された情報の品質、間違った情報ではないか

の保証は、あくまで個人による投稿であるため、管理者

としては保証することはできない。しかし、投稿された

情報の位置や内容が間違っている場合には、通報できる

システムを組み入れている。みんなでつくるという名の

通り、情報の共有及び修正を管理者はもちろん、アプリ

ユーザー間でも行っている。

E) さらに、これらの波及効果として高齢者、妊婦やベビー

カー利用者等を対象にも利活用が期待できる。

４.研究調査対象地域 (図 5,6）

  ここでは、改札間の乗り換えにおけるアクセシビリティ

の調査として、東京駅を研究対象地域とする。今回の研

究対象である東京駅は千代田区の主要鉄道駅で、複数の

在来線が通る他、新幹線の発着駅でもある。また、駅周

辺には乗り換え可能な６つの地下鉄が通っている。地下

のアーケード、地上のアーケード、多数の廊下がある ( 表

1,2）。

 図3「WheeLog！」の3つの機能

JR東京駅 452,549
338,955
211,558
60,685

駅名 乗降人員(人)

東京メトロ 東京駅

表1 　JR東京駅と乗り換え駅の1日平均乗降人員(2017)

東京メトロ 大手町駅

東京メトロ 二重橋前駅

東京メトロ 京橋駅

34,898
参考文献：JR 東日本　各駅の乗車人員 2017 年度
　　　　　東京メトロ　各駅の乗降人員ランキング 2017 年

東京 東京

京橋

大手町

二重橋前

有楽町

日本橋

三越前

JR東日本
京浜東北線 山手線

横須賀線・
総武線快速

中央本線・
中央線快速 京葉線 東海道線 東北・北海道新幹線

上越新幹線
東海道新幹線
北陸新幹線

都営地下鉄

都営三田線

東京メトロ

千代田線

半蔵門線

東西線

丸の内線

銀座線

JR東海

参考文献
JR東日本：「東京近郊路線図（車内掲出版）」
東京都：「地下鉄路線図」　

機能①

地図上に軌跡(Log)を線で表
示できる。車いす利用者が
通ったことのある道を表示
し、線が多く集まっていれ
ばいるほど、通りやすさの
推測ができる。

バリア・バリアフリースポッ
ト（多目的トイレ・EV・障害
者駐車場・スロープ…）の写
真を投稿できる。現時点での
カテゴリ・トイレ・エレベー
ター・駐車場・飲食店・公共
交通・その他　

知りたい機能や情報のリクエ
ストを投稿できる。具体的な
場所にスポットを立てて、知
りたい内容を投稿することが
できる。

機能②

機能③
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１．はじめに

　スマートフォンには種々のセンサーが内蔵されている

ことから、車いすに取り付けて走行するだけで様々な情

報を得ることが可能である。これら国際的にも世界中に

スマートフォンが広く普及していることに着目し、スマ

ートフォンの能力を最大限に活用してバリアフリー情報

の収集を行い、あらゆる場所の情報を集積し、地球上の

すべてのバリアフリー情報を検索可能にすることを目標

とする。中でも「WheeLog!」は、Googleマップを利用、

車いすの走行ログをマップに記録。多くの車いす利用者

が通るほど、その色は濃くなっていく。車いす利用者は

、ユーザーとして情報を参照するとともに、自身が投稿

者として情報の拡充に参画することができる。多目的ト

イレ、パーキング、段差情報、エレベーターの有無など

も投稿でき、一部のデータは投稿者以外でも修正できる

仕様になっている。これは、筆者らにより2015年の「

Googleインパクトチャレンジ」でグランプリを受賞
注1)2)3)

、

2017 年 5 月 28日に一般向けに提供を開始した。同種の

バリアフリーマップや情報サイトは多く見られるが、行

政単位や地域エリアに縛られることなくどこでも生成可

能で、最新データがリアルタイムに収集・更新されるも

のは数少ない。さらに、国際的にも車いす利用者の走行

ログの取得が可能な唯一のアプリであるといえる(図1、2

参照)。

  一方、国土交通省においても、ユニバーサル社会の構

築に向けて、車いす使用者の方が通行できるバリアフリ

ールートをスマートフォンにてナビゲーションする等の

ＩＣＴを活用した歩行者移動支援サービスの普及展開を

目指し、バリアフリー･ナビプロジェクトを推進しつつあ

る。具体的には移動しやすさのサービスの実現に向けデ

ータを収集する手法の一つとして、「WheeLog!」は「ロ

ーブ情報を活用した“通れたマップ”実証実験」の事業

主体に採択され
注4) 5)

、2017年11月下旬から、アプリを用い

て東京23区内にてプローブ情報の収集・分析等を行い、

2018年にも新たな実証実験に行う予定である。

本稿では、主に車いすを利用する高齢者・障害者当事者

において計測できる、簡易な評価手法の確立に向け、( 一

社 ) WheeLog にて推進されている世界中の車いす利用者

が訪問したエリアのバリアフリー情報を、ユーザー同士

で共創するプロジェクトの「みんなでつくるバリアフリー

マップ」の運用より得られたデータをもとに、アクセシ

ビリティの評価に必要な指標の抽出と、評価算定モデル

を用いて分析を行い、バリアフリーマップ「WheeLog!」

を用いた世界で最も乗降者数の多い新宿駅の乗り換えの

アクセシビリティの評価手法の検討を行う (図 2)。

２. プロジェクトの概要

  GPS（Global Positioning System）の位置情報から得

られる走行履歴からは、車いすが通行できることを示す

情報を取得することが可能である。映像も一緒に撮影す

ることで、地図だけではわからない情報を得ることがで

きる。また、写真による全方位映像により、車いすの走

行時に死角になりやすい部分を事前に確認することがで

きる ( 図 4）。今後近い将来、タブレットには 3D 計測機能

が実装され、3D 計測による空間情報から車いすの走行シ

ミュレーションが可能となると考えられる。

５.評価手法モデル及び得られた数値の分析 (図 7,8)

  本稿では提案するアクセシビリティはバリアフリー

マップ（WheeLog ！）より測定できる起点（改札）から目

的地（他の機関の改札）までの水平の移動距離により構

成され、図 7 に示した評価算定モデルを用いて分析・考

察を行う。改札間の最短距離（直線距離・一般動線・障

害者の動線）を測定する。一般動線と障害者の動線との

重なる距離を同行率として算定する。これにより、本稿

で提案するアクセシビリティはバリアフリーマップ

（WheeLog ！）より測定できる起点（改札）から目的地（他

の機関の改札）までの水平の移動距離により構成され、

図 7に示した評価算定モデルを用いて分析・考察を行う。

６.考察・まとめ

  本稿における内容を以下にまとめる。測定した距離デー

タをもとに、アクセシビリティの評価に必要な指標を抽

出した。また、移動した経路をもとに評価モデルにより、

一般動線・車いす利用者の負荷率のデータを比較考察し

た (表 3, 図 9)。

①　おおまかに一般動線と比べ、車いすの移動距離は負

　　荷率が高い傾向が見られる。

②　機関の異なる改札口相互間の移動に関するアクセシ

　　ビリティについて、直線距離に対する車いす利用者

　　の負荷率と一般動線する車いす利用者の負荷率が減

　　少にともない、一般動線と車いす動線の同行率が増

　　加する傾向が見られる。

③　一般動線の負荷率と車いす利用者の負荷率（直線距

　　離と一般動線）の差が減少にともない、一般動線と

　　車いす動線の同行率が増加する傾向が見られる

④　エレベーターを利用するルートが一般動線の最短距

　　離になる場合 ( 図 8 の⑤) があることから、車いすの

　　バリアをなくすことで一般動線のアクセシビリティ

　　を高くする可能性がある。

⑤　東京駅は乗降客が多く、同じ路線でも乗り換え駅や

　　改札が複数あることから、最短のルート選択が困難

　　になっている。

  以上により、得られたデータをもとに、アクセシビリ

ティの評価に必要な指標の抽出し、車いすプローブ情報

を活用した都市・地域空間の設計計画手法論の構築に向

けた基礎的な考察を行った。これらは今後におけるバリ

アフリーの整備評価の基準値として設定できると考えら

れる。今後の研究では、バリアフリー法の定める移動の

自由を適切に確保するためには、高さおよび移動全体に

かかる時間のデータの把握が不可欠であるためエレベー

ターなどによる高さの移動や、やむをえず移動補助機器

を利用した場合の待ち時間を含めたアクセシビリティの

測定方法、およびに計画的方法論の構築が今後の方針と

なると考える。さらに、「WheeLog!」は、専門家でなくて

も都市・地域の評価に必要な指標を可視化することによ

り、一般市民にも利用可能な分析の提案、評価モデルの

構築を行うことで、建築・都市・地域における今後の整

備評価の基準値の構築を行う予定である。

―――――――――――――――――――――――――――――
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３.「WheeLog!」の機能 (図 3)

A) 利用者がバリアフリー情報を事前に検索する事により

自らの最適な経路を探索することが可能となる。 さらに、

このアプリでは唯一のルートを提示するのではなく、障

害の程度が違う各車いす利用者が自身の選択によって適

したルートを選択するための情報を提供するアプリとな

りうる。

B) 投稿に対して評価・コメント機能を実装することで、

承認欲求を刺激し、最近の良質な情報の循環を実現でき

る。さらに、アップデートした情報の有用性の評価は、

カテゴリ別にアンケートを設けており、バリアフリーの

程度を投稿者及び実際に利用したアプリユーザーが

Good/Bad の評価をする仕組みを持つ。

C) これらを継続的に運用することにより、検索時点で以

前より常に最適な経路探索が可能となる。また、アプリ

ユーザー間の情報共有、つまりインセンティブの仕組み

はとしては、毎月集計を行い、ランキングを発表している。

上位者には協賛企業等からの景品をプレゼントし、さら

に、アプリ内においても投稿数などを応じて、ステータ

スが上がる仕組みを持つ。そして、投稿に対する他のア

プリユーザーからのコメントや「いいね！」など、アプ

リユーザー間における交流によって投稿するモチベー

ションに繋がると考えられる。

D) また、測定した距離データをもとに、移動しやすさ　（ア

クセシビリティ）の指標を抽出し、障害者、高齢者のみ

でなく一般利用者の施設管理者や行政にとっても改修や

インフラ整備評価に必要な最新のデータとなる。具体的

には、共有された情報の品質、間違った情報ではないか

の保証は、あくまで個人による投稿であるため、管理者

としては保証することはできない。しかし、投稿された

情報の位置や内容が間違っている場合には、通報できる

システムを組み入れている。みんなでつくるという名の

通り、情報の共有及び修正を管理者はもちろん、アプリ

ユーザー間でも行っている。

E) さらに、これらの波及効果として高齢者、妊婦やベビー

カー利用者等を対象にも利活用が期待できる。

４.研究調査対象地域 (図 5,6）

  ここでは、改札間の乗り換えにおけるアクセシビリティ

の調査として、東京駅を研究対象地域とする。今回の研

究対象である東京駅は千代田区の主要鉄道駅で、複数の

在来線が通る他、新幹線の発着駅でもある。また、駅周

辺には乗り換え可能な６つの地下鉄が通っている。地下

のアーケード、地上のアーケード、多数の廊下がある ( 表

1,2）。

 α ：一般動線のアクセシビリティ＝
　      Ａ：直線距離/Ｂ：一般動線の最短距離

 β ：車いす利用のアクセシビリティ＝
         Ａ：直線距離/Ｃ：車いすの走行距離

  　　
      
 γ ：一般動線の負荷率＝
         Ｂ：一般動線の最短距離/（Ａ：直線距離＋Ｂ：一般動線の最短

       距離）

ω-1：直線距離に対する車いす利用の負荷率＝
　     Ｃ車いすの走行距離/(Ａ：直線距離＋Ｃ：車いすの走行距離)

ω-2：一般動線に対する車いす利用の負荷率＝
       Ｃ：車いすの走行距離/（Ｂ：一般動線の最短距離＋Ｃ：車いす

       の走行距離）

 σ ：同行率＝
　     Ｂ：一般動線の最短距離/Ｃ：車いすの走行距離

　起点のホームから他機関ホームまでの理想的な距離を直線距
離（Ａ）・一般動線の最短距離（Ｂ）・障害者の動線の距離（
Ｃ）とする。これにより、障害者のみならず、一般動線の整備
水準の評価化が可能である。
　ここで提案するアクセシビリティはバリアフリーマップより
測定できる起点から目的地までの水平移動距離により構成され
、次式のとおり示される。
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図7  評価算定の算出方法

 図8 　評価モデル算定ルート 

図6  各改札の位置と調査区間
表2  調査区間の概要
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１．はじめに

　スマートフォンには種々のセンサーが内蔵されている

ことから、車いすに取り付けて走行するだけで様々な情

報を得ることが可能である。これら国際的にも世界中に

スマートフォンが広く普及していることに着目し、スマ

ートフォンの能力を最大限に活用してバリアフリー情報

の収集を行い、あらゆる場所の情報を集積し、地球上の

すべてのバリアフリー情報を検索可能にすることを目標

とする。中でも「WheeLog!」は、Googleマップを利用、

車いすの走行ログをマップに記録。多くの車いす利用者

が通るほど、その色は濃くなっていく。車いす利用者は

、ユーザーとして情報を参照するとともに、自身が投稿

者として情報の拡充に参画することができる。多目的ト

イレ、パーキング、段差情報、エレベーターの有無など

も投稿でき、一部のデータは投稿者以外でも修正できる

仕様になっている。これは、筆者らにより2015年の「

Googleインパクトチャレンジ」でグランプリを受賞
注1)2)3)

、

2017 年 5 月 28日に一般向けに提供を開始した。同種の

バリアフリーマップや情報サイトは多く見られるが、行

政単位や地域エリアに縛られることなくどこでも生成可

能で、最新データがリアルタイムに収集・更新されるも

のは数少ない。さらに、国際的にも車いす利用者の走行

ログの取得が可能な唯一のアプリであるといえる(図1、2

参照)。

  一方、国土交通省においても、ユニバーサル社会の構

築に向けて、車いす使用者の方が通行できるバリアフリ

ールートをスマートフォンにてナビゲーションする等の

ＩＣＴを活用した歩行者移動支援サービスの普及展開を

目指し、バリアフリー･ナビプロジェクトを推進しつつあ

る。具体的には移動しやすさのサービスの実現に向けデ

ータを収集する手法の一つとして、「WheeLog!」は「ロ

ーブ情報を活用した“通れたマップ”実証実験」の事業

主体に採択され
注4) 5)

、2017年11月下旬から、アプリを用い

て東京23区内にてプローブ情報の収集・分析等を行い、

2018年にも新たな実証実験に行う予定である。

本稿では、主に車いすを利用する高齢者・障害者当事者

において計測できる、簡易な評価手法の確立に向け、( 一

社 ) WheeLog にて推進されている世界中の車いす利用者

が訪問したエリアのバリアフリー情報を、ユーザー同士

で共創するプロジェクトの「みんなでつくるバリアフリー

マップ」の運用より得られたデータをもとに、アクセシ

ビリティの評価に必要な指標の抽出と、評価算定モデル

を用いて分析を行い、バリアフリーマップ「WheeLog!」

を用いた世界で最も乗降者数の多い新宿駅の乗り換えの

アクセシビリティの評価手法の検討を行う (図 2)。

２. プロジェクトの概要

  GPS（Global Positioning System）の位置情報から得

られる走行履歴からは、車いすが通行できることを示す

情報を取得することが可能である。映像も一緒に撮影す

ることで、地図だけではわからない情報を得ることがで

きる。また、写真による全方位映像により、車いすの走

行時に死角になりやすい部分を事前に確認することがで

きる ( 図 4）。今後近い将来、タブレットには 3D 計測機能

が実装され、3D 計測による空間情報から車いすの走行シ

ミュレーションが可能となると考えられる。

５.評価手法モデル及び得られた数値の分析 (図 7,8)

  本稿では提案するアクセシビリティはバリアフリー

マップ（WheeLog ！）より測定できる起点（改札）から目

的地（他の機関の改札）までの水平の移動距離により構

成され、図 7 に示した評価算定モデルを用いて分析・考

察を行う。改札間の最短距離（直線距離・一般動線・障

害者の動線）を測定する。一般動線と障害者の動線との

重なる距離を同行率として算定する。これにより、本稿

で提案するアクセシビリティはバリアフリーマップ

（WheeLog ！）より測定できる起点（改札）から目的地（他

の機関の改札）までの水平の移動距離により構成され、

図 7に示した評価算定モデルを用いて分析・考察を行う。

６.考察・まとめ

  本稿における内容を以下にまとめる。測定した距離デー

タをもとに、アクセシビリティの評価に必要な指標を抽

出した。また、移動した経路をもとに評価モデルにより、

一般動線・車いす利用者の負荷率のデータを比較考察し

た (表 3, 図 9)。

①　おおまかに一般動線と比べ、車いすの移動距離は負

　　荷率が高い傾向が見られる。

②　機関の異なる改札口相互間の移動に関するアクセシ

　　ビリティについて、直線距離に対する車いす利用者

　　の負荷率と一般動線する車いす利用者の負荷率が減

　　少にともない、一般動線と車いす動線の同行率が増

　　加する傾向が見られる。

③　一般動線の負荷率と車いす利用者の負荷率（直線距

　　離と一般動線）の差が減少にともない、一般動線と

　　車いす動線の同行率が増加する傾向が見られる

④　エレベーターを利用するルートが一般動線の最短距

　　離になる場合 ( 図 8 の⑤) があることから、車いすの

　　バリアをなくすことで一般動線のアクセシビリティ

　　を高くする可能性がある。

⑤　東京駅は乗降客が多く、同じ路線でも乗り換え駅や

　　改札が複数あることから、最短のルート選択が困難

　　になっている。

  以上により、得られたデータをもとに、アクセシビリ

ティの評価に必要な指標の抽出し、車いすプローブ情報

を活用した都市・地域空間の設計計画手法論の構築に向

けた基礎的な考察を行った。これらは今後におけるバリ

アフリーの整備評価の基準値として設定できると考えら

れる。今後の研究では、バリアフリー法の定める移動の

自由を適切に確保するためには、高さおよび移動全体に

かかる時間のデータの把握が不可欠であるためエレベー

ターなどによる高さの移動や、やむをえず移動補助機器

を利用した場合の待ち時間を含めたアクセシビリティの

測定方法、およびに計画的方法論の構築が今後の方針と

なると考える。さらに、「WheeLog!」は、専門家でなくて

も都市・地域の評価に必要な指標を可視化することによ

り、一般市民にも利用可能な分析の提案、評価モデルの

構築を行うことで、建築・都市・地域における今後の整

備評価の基準値の構築を行う予定である。
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３.「WheeLog!」の機能 (図 3)

A) 利用者がバリアフリー情報を事前に検索する事により

自らの最適な経路を探索することが可能となる。 さらに、

このアプリでは唯一のルートを提示するのではなく、障

害の程度が違う各車いす利用者が自身の選択によって適

したルートを選択するための情報を提供するアプリとな

りうる。

B) 投稿に対して評価・コメント機能を実装することで、

承認欲求を刺激し、最近の良質な情報の循環を実現でき

る。さらに、アップデートした情報の有用性の評価は、

カテゴリ別にアンケートを設けており、バリアフリーの

程度を投稿者及び実際に利用したアプリユーザーが

Good/Bad の評価をする仕組みを持つ。

C) これらを継続的に運用することにより、検索時点で以

前より常に最適な経路探索が可能となる。また、アプリ

ユーザー間の情報共有、つまりインセンティブの仕組み

はとしては、毎月集計を行い、ランキングを発表している。

上位者には協賛企業等からの景品をプレゼントし、さら

に、アプリ内においても投稿数などを応じて、ステータ

スが上がる仕組みを持つ。そして、投稿に対する他のア

プリユーザーからのコメントや「いいね！」など、アプ

リユーザー間における交流によって投稿するモチベー

ションに繋がると考えられる。

D) また、測定した距離データをもとに、移動しやすさ　（ア

クセシビリティ）の指標を抽出し、障害者、高齢者のみ

でなく一般利用者の施設管理者や行政にとっても改修や

インフラ整備評価に必要な最新のデータとなる。具体的

には、共有された情報の品質、間違った情報ではないか

の保証は、あくまで個人による投稿であるため、管理者

としては保証することはできない。しかし、投稿された

情報の位置や内容が間違っている場合には、通報できる

システムを組み入れている。みんなでつくるという名の

通り、情報の共有及び修正を管理者はもちろん、アプリ

ユーザー間でも行っている。

E) さらに、これらの波及効果として高齢者、妊婦やベビー

カー利用者等を対象にも利活用が期待できる。

４.研究調査対象地域 (図 5,6）

  ここでは、改札間の乗り換えにおけるアクセシビリティ

の調査として、東京駅を研究対象地域とする。今回の研

究対象である東京駅は千代田区の主要鉄道駅で、複数の

在来線が通る他、新幹線の発着駅でもある。また、駅周

辺には乗り換え可能な６つの地下鉄が通っている。地下

のアーケード、地上のアーケード、多数の廊下がある ( 表

1,2）。

A B C α β γ ω-2 σ
直線距離 一般動線 障害者動線 アクセシビリティ

車いす利用
アクセシビリティ

一般動線
の負荷率

ω-1 一般動線
に対する車いす
利用の負荷率

直線距離
に対する車いす
利用の負荷率

同行率

表3　 測定値の距離データ及びアクセシビリティ値の一覧

番号

③

⑤

⑥

①

④

② 69.75%

74.85%

84.72%

88.81%

100.00%

100.00%

58.91%

57.19%

54.14%

52.96%

50.00%

50.00%

65.23%

59.85%

60.23%

53.16%

51.44%

51.53%

56.68%

52.74%

56.20%

50.20%

51.44%

51.53%

53.31%

67.08%

66.03%

88.12%

94.41%

94.08%

76.44%

89.62%

77.93%

99.22%

94.41%

94.08%

315.0m 412.10m 590.85m

523.0m 583.55m 779.65m

400.0m 513.25m 605.80m

274.0m 276.15m 310.95m

326.0m 345.30m 345.30m

54.0m 57.40m 57.40m

図9  アクセシビリティ値
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γ：一般動線の負荷率 ω-1：直線距離に対する車いす利用の負荷率

ω-2：一般動線に対する車いす利用の負荷率 σ：同行率
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